
 

第２回 平成 26 年台風 11 号を踏まえた今後の出水対応を検討する会 

議事概要 

 

１．日 時：平成 26 年 12 月 1 日（月）14:00～16:00 

 

２．場 所：徳島県庁 10 階 大会議室 

 

３．出席者：武藤 裕則（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 座長） 

長田 健吾（阿南工業高等専門学校創造技術工学科建設コース 准教授） 

田村 隆雄（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 准教授） 

湯城 豊勝（阿南工業高等専門学校創造技術工学科建設コース 教授） 

近藤 義昭（阿南市防災対策課長代理） 

森下 藤夫（那賀町地域防災課長） 

赤松  薫（那賀川河川事務所長） 

森  直紀（徳島県県土整備部河川振興課長） 

 

４．配布資料： 

  資料-１ 議事次第 

  資料-２ 配席図 

  資料-３ 規約 

  資料-４ 阿南市における洪水時の対応と課題 

  資料-５ 那賀町における洪水時の対応と課題 

  資料-６ 第１回会議の意見に対する説明 

  参考資料 

 

５．議事要旨： 

(1) 長安口ダムの操作について、丁寧で分かり易い住民説明の工夫が必要。 

(2) 長安口ダム改造事業について、分かり易い説明が必要。 

(3) 情報の出し方、住民への避難の促し方など、分かり易く情報を伝える方法の検討

が必要。 

(4) 段階的な河川整備の進捗に対する支援策について、検討が必要。 

 

                                   以上 


